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短期大学における情報処理教育の現状
Actual Situation of Computer Science Education in Junior Colleges 
藤井雅章
Masaaki FUJII 
I はじめに
情報化社会の進展，高度情報化の到来に備えるために情報処理技術者の育成を目指し，この
数年間で，大学・短期大学の中に情報科学，工学，または経営情報学科，社会情報学科など多
くの情報系専門学科が新設された。従来から，大学等は主に大型計算機を導入し，情報処理セ
ンターを設立して来た。このセンターは共同利用施設として誰でもが利用出来る体制を整えて
いたが，一部の理工系学生や技術系研究者の利用にとどまることが多かった。また，企業に於
いても，大量データを扱う金融関連や技術企業の関係者が大型コンピュータを利用していた。
一方，最近の情報機器関連，とりわけコンピュータ・ハードウェアの性能進歩は半導体，高性
能な VLSIの発達により小型化するとともに，数年前の大型コンピュータと同等以上の高性
能なパーソナル・コンビュータまたはワークステーションが出現した。なおまた，価格の低下
に伴ない誰でもが企業や家庭でコンビュータを利用できる環境になりつつある。
しかしながら，コンビュータはハードウェアだけでは誰もが簡単に利用できる装置ではない
ために，末端の利用技術を含めたソフトウェアの開発が重要課題であり，ますますその必要性
が増大することになろう。前述の大学・短期大学の情報系専門学科の新設の中で一般的には文
科系に分類される経営情報学科や社会情報学科などは，計算機を科学技術計算やロッボトで代
表されるような機械のコントロールなどに使用する以外に，新しいコンピュータの利用技術面
をサポートするソフトウェアの開発に携わる人材養成応目標を置いているものと思われる。こ
のような人材養成の教育には，多くの問題を抱えているのが現状の文科系の情報系専門学科に
おける悩みなのではないのだろうか。
情報系専門学科における情報処理教育の問題は文部省から情報処理学会へ「大学等における
情報処理教育のための調査研究」が委嘱された。この調査研究ための委員会が発足し，同委員
会は研究成果の公表と広く意見を求めるために，平成2年11-12月に公開シンポジュムを西日
本と東日本地域で開催した。その際に，短期大学の情報処理教育者も多数参加した事実から分
かるように，短期大学における情報処理カリキュラムへの関心が相当高かったことを示してい
る。その後，平成3年3月に「大学等における情報処理教育のための調査研究報告書jが各大
学・短期大学へ配布された。この報告書には全国の大学等の高等教育機関における情報技術者
の養成のモデル・カリキュラムが示されており，短期大学などのカリキュラムに大きな影響を
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与えるであろう。
教育工学・情報分野において大学等の情報処理教育に関する研究報告や解説が多くなされて
いる。 これらの論文はコンビュータの専門教育と情報リテラシイ（一般情報）教育とに分
けられる。情報系専門教育については理工系の情報科学・工学に関する教育カリキュラム，体
系化，教育提言などがほとんどで，文科系の経営情報，社会情報などの情報カリキュラムに関
24), 25) 
する報告は少ない。研究分科会報告の中に短期大学における情報処理教育問題に関しては，女
子学生のコンピュータに対する態度の分析，プログラミング入門教育，情報処理教育の現状調
査，学生データに基づく教育やコンビュータに対するアンケート調査などがある。一般情報教
育についてはコンピュータリテラシ一教育の解説や報告があり，研究分科会報告には大学，
19）～23) 
短大における一般情報カリキュラムを多方面から取り扱っている。また，情報処理の人材養成
や教育問題については，すでに通産省が関わっている研究機関から，初級情報処理技術者指針
や高度情報技術者育成に関するニーズ調査などが報告されている。この報告は専門学校と理工
系大学等の教育機関向けの情報処理教育の指針で，文科系短期大学の情報系学科に関しては殆
ど触れられていない。
本論文は文科系短期大学の情報系専門学科に対するカリキュラムが確立提言されていないこ
とから，検討委員会が文部省へ提言した計算機学のカリキュラムと現状の情報系カリキュラム
との比較検討を行った。まず，理工系，文科系の情報系専門学科の情報処理教育全体の問題点
を挙げて，現実の短期大学におけるコンピュータ教育環境とを比較し，今後の教育改善の指針
を提案する。なお，情報処理教育の問題点とデータは膨大な資料と調査に基づいた上記の「大
学等における情報処理教育のための調査研究報告書Jに負おうところが多い。
n 専門学科の情報処理教育における現状と問題点
わが国の大学の情報系専門学科は，コンピュータサイエンス（ Computer Science = CS ) , 
コンピュータエンジ、ニアリング（ Computer Enginering = CE ）とインフォメーションシス
テム（ Information Science = IS ）学科に大きく区分できる。 CS( Computer Science ）学
科はソフトウェア重視の情報科学科，情報工学科，計算機科学科や計算機工学科などに相当し，
CE ( Computer Enginering ）学科にはハードウェア重視の電気工学科，電子工学科，通信工
学科や機械システム工学科などが，また， IS( Information Science ）学科には情報システム
重視の情報システム工学科や経営情報学科，社会情報学科などが当てはまる。
本論文では，情報系専門学科のインフォメーションシステム学科に属する経営情報学科に注
目し検討する。 IS学科については，米国計算機学会のカリキュラム案を基本モデルとした「大
学等における情報処理教育のための調査研究報告」の資料を基に比較検討できる。
平成3年度の高等教育機関の情報系専門学科に関する文部省データは表1に示されるが，
csとIS学科の学科数と入学定員は設置学科の性格を考慮して振り分けの係数を掛けた数値
であるために実数とは一致しない。本学の経営情報学科は当然のことであるが， IS学科に含
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まれたものと思う。
表1のデータから， IS学科は国公立大学には少ないこと，高専には設置されてないこと，
その大半が私立大学・短期大学の経営情報系の学科に依存していることが指摘されている。こ
のような人材育成に対して，産業界の要望が大きいのはシステムエンジニア（ System En-
gineer =SE）であるが，現状の経営情報系学科においては計算機分野の系統立てられた教
育を実施しているところは多くはない。このことは大学の事情も含めて，学科組織によるカリ
キュラムに左右され実施を困難にしているものが多い。
表1 平成3年度の高等教育機関の情報専門学科数と入学定員（文部省調べ）
国立大学 公私立大学 短期大学 主同主 専 t仁h, 言十
c S学科数 72 48 5 36 161 
（入学定員） 4,014 3,778 365 1,065 9,222名
I S学科数 39 91 67 。 197 
（入学定員） 1,551 9,880 9,275 。 20,706名
情報系専門学科の問題点は，教育内容，教員，設備，学科組織の構成が相互に関連している。
これらの関係から個々の問題条件を満たすだけでは解決にならないが， 学問の系統的教育カリ
キュラムとして，
1 ）問題のモデル化 ・定式化，
2）問題解決の手順（アルゴリズム），
3 ）仕掛の構造（アーキテクチャ），
4）システム構築の方法
などが不可欠であるとしている。情報システムを重視する IS学科においてもコンビュータサ
イエンスの理論的基盤をなく しては計算機の操作方法の教育が中心となるであろう。コン
ピュータサイエンスの必要最小限のカリキュラム（コアカリキュラムと呼ぶ）は，米国では，
20年以前から検討され，大学教育として確立し，成熟した内容のACM( Association for 
Computing Machinery ＝米国計算機学会）のカリキュラムが発表されている。この ACMカ
リキュラム’78のコア ・カリキュラム科目（ cs 1 -cs 8）を教えるには，少なくとも 6人
の教員が必要であることも指摘している。また，これらの教員は， ACMカリキュラム’78の
科目，
cs 1 プログラ ミング序論
cs 2 プログラムの設計と実現
cs 3 コンピュータシステム序論
cs 4 コンピュータハードウェア基礎
cs 5 ファイル処理入門
cs 6 オペレー ティングシステムとアーキテクチャ I
cs 7 デー タ構造とアルゴリズム
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cs 8 プログラミ ング言語の構造
と離散数学，オートマトン理論などを教える能力がなければならないとしている。現実には，
わが国では，このような教育を担当する専門家は少ないので，この分野に近接した研究者であっ
ても，訓練を受ければ教育は可能である。現在は，訓練を受けていない教員が教育を行ってい
るので，不十分な教育しか行ない得ないことを指摘している。
コンビュータサイエンスのACMカリキュラム’78提案科目に対して，最近のコンピュータ
利用環境（パーソナルコンビュータやワー クステーショ ンへ移行） に対応していないとの意見
もある。しかしながら，大学等における情報処理教育検討委員会は，「最低条件Jとしての意
味を含め，この教育内容のレベルに達することを願って大学等のIS学科などへcs1 -cs 
8の科目を推奨し提案している。 ここでの教育内容などを短期大学のIS学科へ直接的なあて
はめを提言していないが，経営情報学科の情報処理教育には大きな影響を与えることになる。
情報処理教育カ リキュラムの実施には，実習や演習のための計算機システムが必要で、ある。
計算機システムの設備によるイ ンフォメーショ ンサイエンス教育への影響は相当に大きな問題
である。第一に，計算機システム自身（ハードウェアシステム）の問題で，今日のように日進
月歩のハードウェア技術が進歩している時代には， 学科新設当初のままのシステムでは先端技
術の教育や研究にギャップを生ずることになる。このことは高等教育機関の采配・ 運営に関わ
る問題でもあるが，情報化社会のニーズに応える人材育成を目指す立場からは，前向に計算機
システムを更新する処置と学科の学生数に適合した台数，実習教室などの設備が必要である。
第二に，計算機システムのフラックボックス化はメイ ンフレームの時代からパーソナルコン
ピュータ，ワークステー ションなどへ移行してからも， 著作権問題と米国製のオペレーティン
グシステム （OS）のために，単にプログラミ ング言語の教育に傾いたり，また既存のアプリ
ケーションソフ トウェア利用の教育に於いても，ソフ トウェアをブラックボックス化して使用
する傾向にある。 これらのブラックボックス化に対抗するには， OSをはじめ， 言語処理系な
どを独自に開発する必要性があげられている。 しかしながら，短期大学においては， 第三の問
題のネッ トワークシステム（ LANなど）を含めて計算機システムに対する研究 ・教育・運用
に問題があり，特に，教員には運用のための維持 ・管理業務の負荷が相当に大きくなり，教育
用OS，処理系の開発に時間を割くこともできない。計算機システムの維持 ・管理業務の負荷
を軽減するためには，専任の専門技術職によるか， 維持・管理技術の自動化と定期的な保守管
理契約制度を導入することによってこの問題は緩和される。第四の問題には，パーソナルコン
ビュータやワークステーショ ンのシステム構築を行ったときに，コンピュータ l台当りに，
OSをはじめ，各種のアプリケーションソフ トウェア （プログラム）を準備するために，コン
ビュータ台数の効果により膨大な経費とパージョンアッフの費用がかかる点である。 しかし，
効果的な情報処理教育環境を構築するなら，OSを除き，少なく とも10数種類のソフ トウェア
を備える必要であると提言されている。現状のE女子短期大学 ・経営情報学科コンビュータ
実習室には，OSを含めて，5種類ほどのソフトウェアが備わっているだけである。
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最後の問題提起は，学科組織にある。国立大学の大学科制への改組は整理統合して無駄を省
こうとの理想から発足しているが，改組に伴う「副作用」が指摘された。このことは改組に際
してコンピュータサイエンスとは無関係の分野が「情報系専門学科の強化」の名目のもとに，
カリキュラムに取り入れられ，その結果，これから充実しなければならない情報系専門学科の
教育の専門性と質が低下することが最大の副作用であるとし，危倶している。この副作用を防
ぎ，大学科の教育が効果をあげるためには，専門に応じて40-60名程度のコースに分けて運営
する必要を提言している。一般的に，現状の短期大学の経営情報学科に対しでもその専門性を
問うたときには，専門に応じたコース制を設置しない限りムムの専門技術を習得したと答える
ことが出来ない。専門性に応じたコース分けの時期は，大学と短期大学では異なるが，いくつ
かのケースを提示しているので，短期大学にあてはめてコース制導入の適否を論ずる。
(1）入学生をコースごとに募集する。
学科の専門教育の長所を引き継ぐことができる。 しかも，コース名称やコース定員の変更が
容易で、あるため，科学技術や社会のニーズに迅速に対応することができる。
(2）学生を入学直後にコースに分ける。
学生の募集は学科を単位として行い，入学直後に学生本人の希望や入学試験の成績を考慮し
てコースに分ける方法である。学生の立場からは，合格発表の時点ではどのコースに属するか
不明で不志望コースに割り当てられた学生の退学が続出する可能性もある。
(3）学生は学科で募集し， 2年次からコースに分ける。
前記（1）に準じた利点があり，大学に入学してから 1年かけてじっくりと専門を選択させると
いう効果もあるが，2年次に新たにコース進学競争が始まる不安と不志望コースに割り当てら
れた学生の勉学意欲への悪影響が懸念される。通常，短期大学は教育が2年間と短いために，
1年次から専門教育が組み込まれており， このケースは学生に戸惑を与えるであろう。 H女
子短期大学の経営情報学科の2年次に選択するゼミナール（演習科目）についてみると，この
コース分けの場合と同じような現象を示している。
(4）学生は学科で募集し， 3年次からコースに分ける。
このケースは短期大学と関係が少ないので省略する。
(5) コースに分けない。
これは最悪の教育方法である。大学の例ではあるが，卒業研究の開始時期まで，専門的な学
門を学ばないために卒業研究のレベルは著しく低下することを示している。この事実から，卒
業研究を短期大学のゼミナ－）レ科目にあてはめてみると，ゼミナール開始後も専門性意識がな
いために，ゼミ学生の一部には演習科目の勉学意欲を失っている者もいる。
以上のことを熟慮すると，短期大学における専門性，技術とを合わせ情報系専門学科として
応えるならば，コース分けを早い時期に行うことと，コース運営を上手にすることが望ましい。
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m 情報系専門学科におけるコア・カリキュラムとの比較
「大学等における情報処理教育のための調査研究報告書」の中には， ACMのコア ・カリキュ
ラムを詳細に論じている。ここではIS学科に分類された現在の短期大学の経営情報学科にお
ける情報処理教育カリキュラムと ACMに代表されるような調査検討委員会が推奨するカ リ
キュラムとを比較検討する。前記委員会の調査研究報告では，特に，短期大学を対象にした議
論は殆どないために直接的な比較にはならないが，短期大学の情報系専門学科としての方向を
定めるには有益な情報を提供している。まず短期大学の情報カリキュラムとの比較には科目の
内容に踏み込む必要があるが，教育内容，授業数，教育スパンなどの違いから IS学科に必要
とされるコア・カリキュラムと整合が取れないために個々の科目内容については，今後の検討
課題とした。ここでは検討委員会が推奨するコア・カリキュラムの教科目の目的と H女子短
期大学 ・経営情報学科の講義要綱による科目内容を勘案し，科目名は異なるが最大公約数的に
整合させたデニング、マ トリックス（デニング図）を作成した。これらのデニング図上から，両
者のカリキュラムを比較し，理解 ・評価することを試みた。
デニング図はピーター・デニングを主査とする米国計算機学会の検討委員会において「学問
としての計算機分野」と題する報告書が作成された中に，計算機分野 （計算機科学，計算機工
学）を9行3列のマトリ ックスに切り分け，その要素の内容を網羅的に書き上げることによっ
てその全容を示したものである。なおこの報告書の日本語訳が情報処理学会誌に掲載されてい
る。日本の前記検討委員会においてもデニングのマトリックスが，カリキュラムを理解 ・評価
するための道具として，大いに有用であることを示している。 ACMのカリキュラム’78のデ
ニングのマトリックスを図1に示す。
ここでのデニング図はコンピュータサイエンスの分野を 9つの副分野 （9行）に分類し， 各
分野を理論 ・抽象化（モデル化） ・設計の3つのパラダイム（ 3列）に分け，全分野は9行3
列のマトリックスによって枠組みできる。この9つの副分野への分割と各分野において，その
目標を達成するために用いられている 3つの基本的プロセスに気がつくまでに相当の時聞を要
している。 理論パラダイムと抽象化（モデル化）パラダイムとがコンビュータサイエンスの部
分，抽象化パラダイムと設計パラダイムとがコンピュータエンジニアリング（わが国の情報系
学科の分類におけるコンピュータエンジニアリ ングとは異なる）の部分と，それぞれ区分して
いる。この枠組みの要素（科目名に相当）を組合わせ順序だてることによって，カリキュラム
が決定されるべきものと している。 いわゆる情報系専門学科の教育に必要な栄養素と料理との
関係とみなしている。
次に，図2には， 大学等における情報処理教育検討委員会が提案した情報系専門学科のため
の，わが国独自の IPSJ-CS暫定カリキュラム案］90に対するデニングマトリックスを ACM
カリキュラムと同じように示している。この委員会はカリキュラムJ90のコア・カリキュラム
案を情報と名のついた学科の学生には必ず履修させることを推奨し，これによって情報系専門
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独立の実験科目はこの図から省略した。
AC Mのカリキュラム’78のデニング ・マトリックス図1
学科のアイデンティティを確立でき，専門能力の中心部分を明確にできると提言している。コ
ンビュータサイエンスの教育は当然のことであるが，教室における講義（座学）だけでは不十
テーマ内容に適した実習 ・実験の
さまざまな角度から， 例えば専門実施を期待している。またcs暫定カリキュラム案J90は，
教員不足の問題から授業科目の目的と内容に至まで幅広く検討されている。さらに前述のよう
分なこと，講義と連携を保つようなテーマで内容を検討し，
コンピュータサイエンスの教育は座学と並行した実験実習・演習が重要であることから，
ソフトウェア，教室など）を完備する問題や，座学とは異コンピュータ設備 （ハードウェア，
なり， 実験実習のための準備とメンテナンスのための時間と， 実際の学生実験実習 ・演習の指
導には相当時聞がかかることを問題として取り上げている。
インフォメーションサイエンスに分類されて
いることと情報と名のつく学科であることから，提言されたコア ・カリキュラムに従う教育が
E女子短期大学 ・経営情報学科は，最後に，
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望ましい。現在の情報系カリキュラムをデニングマトリックスにあてはめ， その結果を図3に
示した。この学科の情報系カリキュラム （図3）と ACM’78およびJ90のコア ・カリキュラ
ム （図1. 2 ）との比較はデニングマ トリ ックスによって容易になった。デニング図は情報系
カリキュラムを理解・評価するための有用な方法であることが追認できた。
図3の経営情報学科の情報系カ リキュラムとcs暫定カリキュラム案J90のコア ・カリキュ
ラム（J1-J 7）とを比べた結果からは，①全体に各副分野のプロセス （理論，抽象化， 設
計のパラダイム）の中で，実際的な問題解決に必要な抽象化と設計パラダイムが不十分である
こと，②プログラミング言語I.E～Eは言語が異なるだけで基本的なアルゴリズムは殆ど同
じと考えられること，③思考力の訓練のためにはフログラ ミングの設計（作成） の基になる抽
象化パラダイム教育を必要とするが，それに相応する教科目がないこと，④情報系専門学科の
cs学科，IS学科ともに，OSとアーキテクチャ教育を欠くことはできない科目と指摘して
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図3 H女子短期大学 ・経営情報学科’92のデ、ニング ・マ トリ ックス
いる科目（情報処理システム）が必修でないこと，⑤情報通論も含めて情報系科目の講義時間
と内容の強化が必要なこと，⑥科目強化は，単なる情報系の科目名の変更，時間数の増加だけ
でないことなどが指摘できる。
すでに指摘されているようにコンビュータサイエンスやインフォメーションサイエンスとは
無関係の分野が「情報系専門学科の強化Jの名目のもとに，カリキュラムに取り入れられと，
これから充実しなければならない情報系専門学科の教育の専門性と質が低下する副作用が現れ
ることの指摘を重大に受止めるべきである。情報系カリキュラムの内容は情報系専門教員と教
育経験者が充分に検討し， ユニー クな情報系専門学科を目指さなければならない。なおまた，
情報系カリキュラムはコンピュータを中心とするために，計算機システムと専門教員の確保に
も関わる問題であることは前節に指摘した通りである。
デニングマ トリ ックス外枠のサポー ト領域と関連情報分野に計算機概論，情報処理実習1
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OA実習（オフィス・オートメションまたはワープロ）科目が含まれているが，これらの科目
は，コンピュータ化社会おいては， 一般学生にも受講すべき科目との判断からデニングマトリ
クス要素の外に配置した。現状のデニング図（図 3）からみると，情報系以外の科目が多すぎ
る。また経営情報学科は，情報系のコア・カリキュラムのように，経営学を系統的なカリキュ
ラム体系とし，それぞれの専門性を出す必要がある。その他の科目は教育理念や専門性から，
検討を加えて，整理・統合などが計られるべきではないかと考える。これらのことは，間接的
には情報系カリキュラムにも影響を与えるために触れた。
N 一般情報処理教育（計算機リテラシー）との比較
コンピュータの普及に伴なって，情報化社会では情報系専門学科に限らず全ての学科におい
て，一般情報処理教育の必要性を求め始めた。文部省から調査委嘱された「大学等における情
報処理教育検討委員会Jにおいても情報系専門学科のカリキュラムだけを検討する以外に，理
工系学部と非理工系学部に分けた形の一般情報処理教育についての検討課題を挙げて，カリ
キュラムを模索し始めている。
一般情報処理教育の目標を次のような設定でカリキュラム検討し，具体的な内容は，コン
ビュータ・リテラシーとシステム構築能力の育成とに区分してげる）。
［一般情報処理教育の目標］
1 ）「知識」と「情報」を資産とする情報化社会において，情報の価値を知るとともに，
これを資産として使いこなして生きるための対応力を習得させる。
2）情報機器に慣れ親しむ機会を与える。
3 ）情報システムに対するアレルギーがないようにする。
4）情報に関する基本的概念（動作原理とその可能性，限界）を身につけさせる。
5）応用分野に固有の概念・問題・手法は一般情報処理教育の中核としては取りあげない。
［一般情報処理教育の具体的な内容］
A. コンピュータ・リテラシ一教育
( A 1）キーボード教育
( A 2）ワープロと文書作成，電子郵便
( A 3）表計算，データベース
B. システムの構築教育
( B 1）問題のモデル化とデータの表現
( B 2）アルゴリズムの作成と評価
( B 3）大規模系の構築技法
（一般的に文系向き）
アレルギーの除去が目的
表現内容を構造化する訓練
情報を用いて解析・予測する訓練
（一般的に理系向き）
問題の抽象化・定式化
手順としてのアルゴリズム，手間
大規模問題を解決するためのモジュール化
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一般情報処理教育の目標は情報系専門学科の計算機学 （邦訳では計算機分野）と言う学問体
系の目標とは異にしているが，誰もが通過しなければならないコンビュータ入門と考えると前
節に表したデニングマトリックスを取り囲む外枠のサポート領域と関連情報分野の教育科目に
相当する。このことは具体的な教育内容に挙げられており，特に， A. コンピュータ・リテ
ラシー教育とは一致する。また， システムの構築教育を一般情報処理教育の中で論じているが，
コンビュータ入門は同じでも情報システム構築技術者には情報系専門学科のコンピュー タサイ
エンスと同等のコア・カリキュラムを履修してなければ，B. システムの構築教育や目標を
達成できないであろう。システムの構築を一般情報処理教育で論ずると同時に，前節で検討し
た情報系専門学科に組み入れて議論する必要性を感じる。このことは一般情報処理教育におけ
るIS養成もコア・カリキュラムの素養をもてるような教育が望ましいからである。このよう
な状況の中で， H女子短期大学の経嘗情報学科のカリキュラム，図3のデニングマトリ ック
スと B.システムの構築教育内容を比較すると H女子短大のIS系学科のカ リキュラムでは
問題解決能力の訓練が不十分ι思われる。 もし，各大学等の各学科に於いて， 一般情報処理教
育の中でシステムの構築教育が実施されるなら，情報系専門のIS学科に属する現在の短期大
学の「経営情報学科」は情報処理教育に関して，その専門性を失うことになるであろう。
V おわりに
この論文は現状の短期大学・経営情報学科が，情報系専門学科のIS （インフォメ シーョ ン
サ4エンス） 学科として扱われた場合に，どの程度の情報系カリキュラムを満しているかと，
その専門性について調査および比較検討を行なった。ここでは，情報処理学会の大学等におけ
る情報処理教育検討委員会から報告された「大学等における情報処理教育のための調査研究」
の膨大な調査研究，検討事項ならびにデータを参考にすることが多々あった。同報告のコア・
カリキュラムを短期大学の教育にあてはめ，または4年制大学のカリキュラムとの比較には困
難を伴ったが，短期大学のIS学科としての問題点やコア・カリキュラムや専門性などには有
益な資料が得られた。情報系のカリキュラム検討にデニング図は有用な情報を提供した。
まず短期大学の経営情報学科を IS学科として位置付け，情報処理教育に関して整理すると，
(1）学問の系統的教育カリキュラムが不可欠，
(2) コンピュータサイエンスの必要最小限のカリキュラム（コア・カリキュラム）が必要，
(3）情報系専門教員の能力と人材の確保，
(4) コンピュータ利用環境の整備，
(5）学科組織とコース制（専門性へ移行），
などが挙げられる。
つぎに，デニングマ トリ ックスによる現行カリキュラムと情報系専門のコア ・カリキュラム
または一般情報教育との比較結果を整理すると，
(1）短期大学 ・経営情報カ リキュラムとコア ・カリキュラムとの比較から，問題解決能力訓
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練の欠落，
(2）情報系基幹科目，情報系専門教員の拡充とコンビュータシステムの利用環境整備，
(3）一般情報処理教育との比較からは，コース制にしない限り計算機リテラシ一教育の学科
になる可能性があり，他の学科と同じ教育環境になる，
(4) デニング図から分かるように，情報系以外に経営学からの科目の整理統合，
(5）情報と名のつく学科としてはコア・カリキュラムが望ましい，
(6) IS学科（情報システム）のシステム構築技術教育カリキュラムは今後の課題にもなっ
ているが，提示された教育内容を一般情報教育の中で実施されると，現在の文系の情報
系専門学科カリキュラムの見直しが必要，
などの結果を得た。
最後に，情報化はコンビュータを中心に社会のソフト化を促進し，情報システムが社会の基
盤設備になることが予測されている。その対処に， 一般情報教育は全学科に於いて実施される
ことが望ましい。また，学科のカリキュラムを学問の系統的教育の下に，専門の教育経験者が
論議検討し将来展望を切開くことを願う。
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